
「フィッシング詐欺に対する政府の取り組みについて」

●堂込まきこ
・インターネットバンキングに係る不正送金事犯の発生件数は、令和5年に 

過去最多を更新しました。金融機関、クレジットカード会社の対策にかかる
負担も大きくなっており、政府としての効果的な抑止策が必要であると考え
ますが、最近の取り組みをお尋ねします。

●警察庁
・金融業界やEC業界等の有識者からなる「キャッシュレス社会の安全・安心の

確保に関する検討会」を開催し、被害防止に向けた環境整備や警察の対処能
力の向上に関する提言をいただき、取り組みを進めているところです。
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堂込まきこ組織内参議院議員、財政金融委員会で質疑！

フィッシング詐欺に対する
政府の取り組みについて、質疑を行いました！
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https://youtu.be/KZfyc0Xs9mY
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・具体的には、暗号資産交換業者の金融機関口座に送金させる被害が多発して
いる状況を踏まえて、金融庁と連携して金融機関に対する暗号資産交換業者
への不正送金への対策強化を要請しました。

●金融庁
・金融庁では、金融機関に対して不正送金対策強化を求めるとともに、金融庁

のウェブサイト等でフィッシング攻撃に対する注意喚起を行っています。

●経済産業省
・クレジットカード会社等に対して、利用者がフィッシングメールを受信しない

ように、送信ドメイン認証技術であるDMARCの導入を要請するとともに、 
仮にフィッシングによりカード番号が詐取されたとしても不正利用がなされな
いようにするために、2025年3月末までにEC取引での本人認証を可能とする
仕組みを導入するよう求めています。

・本年4月9日に、クレジットカード会社、警察庁が参加する官民対策会議を
立ち上げて、対策の導入状況を確認するとともに対策をフォローしていくこ
とでクレジットカード不正利用防止対策を確実にすすめていきます。 

●堂込まきこ
・銀行口座を持つ全ての国民が犯罪のターゲットとなりますので、犯罪が止め

られないということは、根本のところを解決していく施策を取らなければな
らないと考えます。


